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1は じ め に

水稲の部分耕移植は肥料散布,耕起 ,代かき,日植え作

業を同時に行なう移植法である。この部分耕移植栽培法に

ついて,1991,1992,1998年 の3カ 年間,水稲の生育及び

施肥法を中心に検討 したのでその結果を報告する。ただし,

1991.1998年は障害不稔が多発し,収量性については十分

なデータが得られなかつたので1992年 の結果を中心に報告

する。

2試 験 方 法

(1)供試品種 むつはまれ

0)供試苗  中苗 (播種量 100g/箱 )

6)試験区の構成

3 試験結果及び考察

表 1に植え付け状態を示した。1992年の結果では植え付

け深をやや深めにしているにもかかわらず欠株,転び苗が

それぞれ10%程度あり,植え付け精度は低かったが,移植

機の改善で1993年には現地,場内とも精度が高まり実用的

には大きな問題はないと考えられた。

表 2に作業能率を示 した。1992年 の現地試験の結果では
,

慣行が調整や補給に時間を多く要 したため,作業時間は部

分耕が慣行よりも少なかった。1993年の不耕起移植との比

較では,作業速度がやや遅 く,旋回にやや時間を要 したた

め不耕起移植よりも作業能率が劣る傾向であったが,実用

的には作業能率に問題はないと考えられた。

部分耕移植水稲の草丈は,慣行と比較して大きな差はな

く推移 した。施肥の差では,基肥0 6kg区が0 5kg区 よりも

初期から草丈が長めに推移し,稗長も長かった。茎数は,

部分耕区が初期から明らかに少なく推移し,穂首分化期 ,

幼穂形成期にも慣行より明らかに少なかった。基肥量の比

較では06聴区が0 5kg区より多く推移 し,穂数 も多 くなっ

た。追肥時期による穂数の差は明らかでなかった。慣行と

比較して部分耕区の穂数は,いずれの施肥区でも少なかっ

たが,慣行より15%減の基肥0 6kgで は地帯の生育目標の

430本/rを確保 した。

葉色は,慣行よりも部分耕区で淡 くなるのが早く,幼穂

形成潮の追肥前の部分耕区の葉色は,慣行より明らかに淡

く,圃場内の葉色むらも大きくなる傾向であつた。

初期茎数が少ないことは,寒冷地稲作にとつては欠点で

あるが,最高茎数が少なかった分だけ有効茎数は高まり,

穂数の確保でも問題はなかったことから,部分耕栽培での

初期茎数の少ないという特徴は,移植精度さえ落ちなけれ

ば側条施肥体系では大きい問題とはならないと考えられた。

表 1 部分耕移殖の植え付け状態

注 '転び苗は傾斜角60・ 以上の苗

表2 移殖時の作業能率
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総籾数も穂数とはぼ同様の傾向で,表 4に示したように
,

部分耕区は慣行よりも少なく,基肥0 6kg区 は05128区 より

一穂籾数がいくらか増える分だけやや多くなる傾向であっ

た。基肥0 5kgで は慣行よりも籾数がやや少なくなったも

のの,そ れでもほぼ地帯の目標籾数37,000粒/“ は確保で

きた。

1992年 の出穂期は慣行とはとんど差はなく,成熟期は部

分耕が早かった。

部分耕では,籾重に対するわら重の割合が大きい,籾わ

ら比の大きい稲になった。また,慣行と比較すると籾数は

少なかったものの,登熟歩合は高く,そ の結果慣行並かそ

れ以上の収量となった。

1992年の部分耕栽培での基肥量と収量の関係をみると
,

基肥0 6kg区の収量が0 5kg区より高く,肥料切れが早いた

め,幼穂形成期よりも早めの追肥で多収となった。
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追肥時期

・幼穂形成期は慣行,部分耕とも7月 18日。
F検定の*,**は ,それぞれ危険率5%,及び1%以下で有意差あり。
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4ま と め

(1)部分耕移植機は,慣行より移植精度はやや劣るもの

の,実用化可能と考えられた。

12)部分耕移植水稲の生育は慣行栽培と比較して,初期

から茎数が少な目に推移し,最高茎数,穂数とも少ない傾

向となった。
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0)部分耕移植栽培では基肥側条施肥+幼穂形成期穂肥

の施肥体系で穂数,総籾数の確保ができ,登熟も良好にな

るため,ほぼ慣行並の収量が期待できる。その場合の基肥

の減肥率及び穂肥の時期は,慣行の側条施肥体系にはぼ準

じた体系,すなわち基肥は慣行の全層施肥よりも15～30%

の減肥,幼穂形成期より5日 程度早めの穂肥が適正と考え

られた。

表3 草丈,茎数及び葉色値の推移 (1992)

表4 収量構成要素等

374       784       888       23 1       1

表5 出穂期,成熟期及び収量調査 (1992)
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